
東北農業研究 (TOhOku Agrtt Res)56, 173-174(2003)

不織布ポ ッ ト利用 によるオウ トウ大苗の花芽着 生促進効果 と植 え傷み軽減法

須藤佐蔵・安孫子裕樹・工藤 信*

(山 形県立園芸試験場・拿山形県村 山農業改良普及セ ンター )

Ercct or Flower lnductlon wi■ Non wovcn Pot and Counten teastws of Root clltlg Dalnage on Transplant of Swcct Chσ 守

Sazo SuTo、 Ytt ABКO and mkoto K⑩Э*

(Ym電池 恥 recuml HOnculul ExpQment Statlon・ 摯Ⅳ晦 ama Agimtt Ementlon sttte Centcr)

1 は じ め に

オウトウは、定植後、初結実まで4～ 5年を要するた

め、苗木を2～ 3年育成し大苗で定植する事例がある。

しかし、 3年程度では花芽の着生が少ないことや育成期

間が長くなると植え傷みも大きく、生育確保や早期収量

確保の点で問題も残されている。

そこで、花芽の着生促進と本畑定植時の植え傷みを軽

減するため、苗木育成時の不織布ボットの効果と、育成

大苗の定植法について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 1999～ 2Cll12年

(2)供試品種 `佐藤錦'/アオバザクラ

(3)試験場所 山形県立園芸試験場内圃場

(本場 :寒河江市、天童圃場 :天童市)

(4)試験区の構成及び調査方法

試験 1 大苗育成 (本場)

不織布ボットは、回径 35 cm、 深さ33 cmの 円形 (底

部遮根性)を用いた。1999年 4月 に定植し、2年間育成

後 201Xl年秋に掘り上げ、樹の大きさ、花東状短果伎数、

根の状況を、各 5樹を供試し調査した。

試験2 断根処理 (天童圃場 )

1999年 4月 に地植えで 1年間養成後、翌年 4月 に上

記不織布ポットで 2年間育成し各 29樹供試した。処理

は、2001年秋に一度掘 り上げ、再度植え付けた。翌年

の 7月 中旬に発生したすべての新梢の長さと花東状短果

枝を調査した。

試験 3 大苗定植法 (本場 )

1999年 4月 に上記不織布ポットを用い定植し、3年間

育成後 (天童圃場 )、 2001年秋に本畑 (本場)に定植し

た。処理は、根鉢を崩さない定植、根鉢を崩す定植、さ

らに根鉢を崩し地下部の 3の 1程度埋め残 りに土を寄せ

る定植と、不織布ポツトを付けたままの定植する区を設

け、さらに各処理にマルチの設置の有無も併せ検討した。

マルチは黒色ポリフイルムを用い 4月上旬から8月 上旬

まで設置し、適宜乾きに応じて灌水した。各処理とも5

樹を供試し、5月下旬に側枝先端の新梢各 5本と同一枝

の中位葉について大きさと薬色 (ミノルタSPAD502)を 調査

した。また、新梢の生育が停止した7月 上旬に発生した

すべての新梢長と花束状短果枝を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)不織布ポツト育成樹の生育と花芽の着生

不織布ポツトで育成した樹は、地値えに比較 し樹高が

低く、幹の肥大も劣り、地上部の生育抑制効果が見られ

た。しかし、不織布ポツト育成樹では、花東状短果枝の

着生が明らかに多かつた (表 1)。 地下部は、全体の根

重は地植えが優つたが、不織布ポツト育成樹は発生した

根の本数が多く、細い根の割合が高かつた (表 2)。

以上のことより、不織布ポットを利用した大苗では、

地上部の生育が抑制されることから花芽の着生が早まる

ものと考えられた。

(2)育成期間中の断根移植処理と生育、花芽の着生

断根処理により、次年の新梢の長さは、無処理に比較

し著しく短かつた。また、花束状短果枝の着生が促進さ

れる傾向がみられた (図 1)。

(3)大苗の定植法と樹体の生育

各処理別の樹体の生育と花束状短果枝の着生状況を表

3に示した。これをみると、5月 の初期生育は、新梢長

及び葉の大きさで根鉢を崩さない定植法及び根鉢を崩し

土寄せする定植法が優つた。また、何れの処理ともマル
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チの設置により、新梢が長く、葉も大きく葉色も濃い傾

向であつた。7月 も初期生育と同様の傾向で、特に、土

寄せしマルチを設置する定植法の生育が優つた。処理別

の 4月の地温の推移をみると、土寄せする処理で高めに

推移し、マルチの設置で 1～ 2℃高くなった (データ省

略)。 また、花東状短果枝の着生については処理による

差は明らかでなかつた。土寄せしマルチを設置する定植

法では、地温の上昇と水分の保持効果から発根が促進さ

れ地上部の生育に影響したものと考えられた。

表 1 不織布ポット育成大苗の生育と花芽着生
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表 2 不織布ポット育成大苗の発根と根の太さ
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表 3 不織布ポット育成オウ

ま と め

不繊布ポットを利用したオウトウの大苗育成は、地植

えの育成法と比較し樹がコンパクト化 し花芽の着生も早

い。土壌条件等により樹勢が旺盛な場合は、落葉後にポ

ットのまま一度掘 り上げ埋め戻すと生育が抑えられ花芽

の着生が促進される。

定植は、根鉢を崩さずに不織布ポットを取 り除き、深

植せず土寄せして植え付け、定植 1年目の春には、マル

チを設置すると定植後の生育促進に効果が高い。
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図 1 断根処理と生育及び花芽の看生

トウ大苗の定植方法の違いと生育
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図2 不織布ポット育成オウトウ大苗の植傷みの少ない定植法
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